
応用確率統計（演習 7）                    平成 22 年 11 月 25 日 
 
問 1 
実数に値をとる確率変数 X と、同じ分布に従う独立な確率変数 X1、X2、…、Xnを考える。 
ただし X が区間[0、2]上で一様分布の確率密度関数に従う確率変数であるとする。 
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とするとき、次の問題を答えよ。 
(a) X の平均と分散を求めよ。 
(b) n が 300 の時、Ynの平均と分散を求めよ。 
(c) チェビシェフの不等式を使って、確率 ( )3000 9 11. .p Y≤ ≤ の範囲を求めよ。 
(d) 確率 ( )0 9 11 0 99. . .np Y≤ ≤ ≥ になるように、n の最小の値を求めよ。但し、チェビシェフの

不等式を用いよ。 
 
 
 
 
 
 
 
問 2 
表が 0.6 の確率で、裏が 0.4 の確率で出るコインを毎回独立にふることを考える。150 回コ

インをふって 100 回以上表が出る確率と 600 回コインをふるとき K 回以上表が出る確率と

同じであるとする。そのときの K を求めよ。 
 
 
 
 


